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LJL>と ∫ J? 与●か
インドネシTの首都､ジャカルタに住むまんが京･茶花

8#4)Li,+つしん せんtい しんtLIB#d)LtんLIや ひら
ぽこさん三島野市出身王を先生に店毎長野本社で親いた

eJ.9しっ tFJLIrrつこう ようT
rハロー!ジャカルタ.まんが裁量J｡先月号でその様子

t<し+9 LAIlつ._J'5
を噂集しまt.rたが､今月号は､tんか eLや JI
参加したことも記者が奮い

eL' LJ:5かい
てくれた記事を姐介します｡
■■■
茶花ぽ こさんから､ジャカル
タのまんがスクールのこと

し●しん とど
もたちの写員も届いたよ!
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記事に合う写真も付けて､住所､名前､学年､電話書号を亨いて､信毎ことも記者ク
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のしめ切りはありません｡いつでも受け付けています｡
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